
          学校教育目標 「心ゆたかに 共に生きよう」 

         重点目標 「人にやさしく 自らをのばす生徒」 

第５ｽﾃｰｼﾞ(10/21～12/19)「学びの手応えを実感するステージ」 

第６ｽﾃｰｼﾞ(１/５～３/20)「自分の成長を振り返り、人に感謝するステージ」 

     島田市立六合中学校 １２・１月号 

 師走に入って、２学期を振り返ってみますと本当に感動あふれる学期だったなあと改めて思います。

体育大会（9/13）、音楽鑑賞会（10/10）、文化発表会（10/18）、古紙回収（11/9）教育講演会（11/26）

と学校行事が目白押しの中、特に印象深かかったのが札幌交響楽団による音楽鑑賞会でした。これに

ついては、随分前から準備を進めてきた行事で密かに計画を練ってきました。始まりは平成 25 年 12

月でした。県から文化芸術による子どもの育成事業－巡回公演事業芸術家の派遣事業－実施校募集案

内がきたので応募しました。六中の体育館はステージがないことや広さがギリギリであることなど、

いくつかの障害がありましたが平成 26年２月に「実施できそうだが日程が調整できるか」という朗報

が県から届き、26年度の教育課程を調整した結果、最終的には、平成 26年３月 17日に内定通知をい

ただくことができました。 

☆ 公益財団法人 札幌交響楽団 

   1961年７月に札幌市民交響楽団として発足。翌年 3月には、財団法人札幌交響 楽団となり、2009

年 10月公益財団法人へ移行。北海道唯一のプロ・オーケストラとして「札響」の名前で親しまれる。

昨年創立 50周年を迎え、より多くの道民に愛されるべく意欲的な活動を続けている。 

☆ 指揮 円光寺雅彦（えんこうじ まさひこ）氏 

☆ 演目 

 ・ 歌劇「カルメン」より第一幕への前奏曲 

 ・ ハンガリー舞曲第 5番 

 ・ 楽器紹介コーナー、指揮者体験コーナー 

 ・ バレエ「くるみ割り人形」より花のワルツ 

 ・ モルダウ 

 ・ 六合中学校校歌 

 ・ トランペット吹きの休日フィドル・ファドル 

☆ 出演者 59名、スタッフ ９名 

指揮者の円光寺氏の語りで楽しく演奏会が進行していきました。オーケストラと同じフロアーで目

の前のフルオーケストラを拝聴する機会はもう二度と無いかも知れないと私は思いました。「さすが

にプロだな」一言で言えばそんな感想でした。オーケストラの迫力、そして洗練された演奏技術から

生まれる美しい楽器の音色に魅了された夢の１時間 10分でした。特に校歌の編曲を聴きながらの斉唱、

最後のスメタのモルダウの熱演に演奏者のプロとしての自覚と演奏レベルの高さを垣間見ることがで

き、彼等の心意気がひしひしと伝わってきました。生演奏ならではの感動でした。 

 

○  生徒の感想より 

  音色はとても素晴らしかったけど、一番最初に驚いたのは、弦楽器の動きがピッタリそろっていた

ことです。こんなように同時に動いて同じ音が出るというのはわかっていたけれど視覚と聴覚の両方

で鑑賞するとこんなにも迫力があるんだなと思いました。印象的だったのはビオラとコントラバスの

音色で低い音を使って３拍子のリズムを取っていて踊りを思わせるようなリズムで低い音でもきれい

に曲になじむことがすごいなと思いました。音が大きくなっていくところでは演奏者の動きも音も大

きくなっていき、私も思わず動いてしまいそうになるくらいの表現力で、これだけの人数で一つの曲

を演奏するということはすごいなあと思いました。私はクラリネットの音が一番きれいだなと思いま

した。              



授業参観(講演会)・懇談会への御参加ありがとうございました 
 

 11 月７日(金)に授業参観・懇談会を実施いたし

ました。今回は島田市福祉課とも連携して、｢社会

を明るくする運動｣の一環として、親子でｅ-ランチ

の松田直子様に『インターネットとの上手な付き合

い方』と題して講演をいただきました。インターネ

ットは便利なツールであるとともに、個人情報の流

出などの危険もはらんでいることについてわかり

やすく話していただき、生徒も熱心に聴き入ってい

ました。また、給食参観(試食会)にも、皆様の御参

加ありがとうございました。 

 

 

 11 月 26 日(水)にＰＴＡの事業として、講師 

に腰塚勇人氏を迎え、教育講演会を実施いたし 

ました。自身の体験した絶望の淵からの復活と 

それを支えてくれた人達への感謝の気持ち、そ 

して、命の大切さについて話してくださいまし 

た。生徒も大変熱心に聴き入り、命の大切さに 

ついて見つめ直すとともに、自分を支えてくれ 

ている人への感謝の念を新たにいたしました。 

 

１ 口は､人を励ます言葉や感謝の言葉を言う

ために使おう 

２ 耳は､人の言葉を最後まで聴いてあげるた

めに使おう 

３ 目は､人のよいところを見るために使おう 

４ 手足は、人を助けるために使おう 

５ 心は、人の痛みがわかるために使おう 

「私が今後の人生をドリー夢メーカーとして生きて

いくための自分との約束」  腰塚勇人氏 

 

１２月の行事予定 

３日（水）茶道教室 

 ５日（金）六合の日 人にやさしい日 

      ＰＴＡ運営委員会 

 ７日（日）地域防災訓練（生徒参加） 

８日（月）・９日（火）三者面談 

１０日（水）学校諸会費納入振替日 

１１日（木）・１２日（金）三者面談 

１６日（火）三者面談  

１９日（金）午前中授業 終業式（午後）（弁当持参） 

１月の行事予定 

１日（木）元旦 

５日（月）始業式・身体測定（午前） 

6日(火)･7日(水) 給食なし（弁当持参）  

９日（金）１・２年県学力診断 

３年実力テスト 

１３日（火）学校諸会費納入振替日 

      （最終振替日） 

19日(月)･20日(火) ３年面接指導（放課後） 

２３日（金）３年入試説明会 

心心動動かかすす「「命命のの授授業業」」  島田工業サイエンススクール 

11月14日（金）に、２年生が島田工業高

校に出かけ、機械、電子機械、電気、情報技

術、建築、都市工学の６つの学科に分かれて

ものづくり体験を行う、「サイエンススクー

ル」に参加してきました。 

それぞれの学科ごとに、担当の先生や、島

工生に指導をいただき、それぞれ、金属の折

鶴、電子オルゴール、キッチンペーパーホル

ダーなどを製作する体験ができました。 


